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• 隆起量の大きい海成段丘面が連続する場合、前面

に横たわる海底活断層の地震活動により形成され

た可能性を考慮すべき

• 海底活断層については、地形から認定する技術が

あるにも関わらず、音波探査を過度に重視するこ

とによる過小評価が、原発や核燃料施設の審査で

もまかり通ってきた

能登半島地震と原発の活断層評価



能登の海岸調査の写真（ストーリーマップ） 石山達也（東大地震研）ほかより
https://storymaps.arcgis.com/stories/40e7a9d10dd446279e465845b93339d2



2月11日付「赤旗」
より



2月11日付「赤旗」より



2月10日付
北陸中日新聞より
https://www.tokyo-np.co.jp/article/307296



2月10日付
北陸中日新聞より
https://www.tokyo-np.co.jp/article/307296





活断層学会のサイトより
https://jsaf.info/jishin/items/docs/20240110081056.pdf



• 海岸近くの海底活断層を音波探査で認定するのは困難

• 地形から認定する技術は進み、能登半島北部の長大な海底活断

層の存在は指摘されていた。しかし、音波探査が過度に重視さ

れ、活断層図に反映されていない

• 海底活断層は短く認定されがちで、能登半島北部の海底活断層

も20キロほどの断層に分割されてきた

• 中越沖地震も海底活断層によるものだったが、柏崎刈羽原発の

審査では、音波探査が過度に重視され、大幅な過小評価となっ

ていた

鈴木康弘氏の問題提起



産業技術総合研究所のサイトより



能登半島沖の海底の変動地形 後藤秀昭（広島大）より
http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf



• 能登半島地震直後の調査で鈴木康弘氏、渡辺満

久氏が富来川南岸断層に沿う地震断層を発見

• 渡辺ほか（2015）…海底段丘面、離水ベンチの

分布から、富来川南岸断層が志賀原発の前面海

域の兜岩沖断層に連続している可能性を指摘

志賀原発周辺海域の活断層評価



日本地理学会のサイトより
http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf



日本地理学会のサイトより
日本地理学会のサイトより
http://disaster.ajg.or.jp/files/202401_Noto011.pdf



https://www.jstage.jst.go.jp/article/grj/88/3/88_235/_pdf/-char/ja





• 2007年の中越沖地震で被災した柏崎刈羽原発も海成段丘面に立地。中越沖地

震は原発の目前に横たわる海底活断層によって起こされた。

• 中越沖地震の前、東電・国は産総研による音波探査を根拠に、原発の目前の

海域において海底活断層はないとしていた。産総研の岡村氏は中越沖地震後

の調査結果からも、地震を起こした活断層を確認することはできなかった。

• 渡辺氏らは、音波探査と海底地形の連続性から中越沖地震を引き起こした活

断層を特定（佐渡海盆東縁断層）。全長は50km以上とされ、全体が動いた

場合の地震はM7.5以上になると指摘。

• 東電・国は音波探査で確認した褶曲や中越沖地震の余震分布などから推定し

た36kmだけを認定。北側については、産総研の岡村氏に従い、堆積地形で

活断層はないと主張。連続した地形に全く異なる解釈。基準地震動はM7.0に。

柏崎刈羽原発周辺海域の活断層評価





https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr/2010/33/2010_27/_pdf



https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr/2010/33/2010_27/_pdf



https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr/2010/33/2010_27/_pdf



https://www.jstage.jst.go.jp/article/geosoc/116/11/116_11_582/_pdf



柏崎刈羽原発

柏崎刈羽原発 ↑東電が審査において考慮した活断層
←渡辺満久ほか「佐渡海盆東縁断層と
2007年中越沖地震」掲載の図を加工



https://www1.kaiho.mlit.go.jp
/kenkyu/report/rhr51/rhr51-
TR10.pdf



• 下北半島には、六ヶ所再処理工場、東通原発、むつ使用済核燃料

中間貯蔵施設、大間原発と原子力施設が林立。周囲を海成段丘面

が取り囲み、海底地形から半島の北側や東側の海底に長大な活断

層が認定されること、にもかかわらず、原子力事業者らが音波探

査を根拠にこれを否定する構図は能登半島とよく似ている。

• 大間原発は隆起量の大きい半島北端の海成段丘面に建設中。渡辺

氏らは、地形から半島北側に海底活断層が確認され、長さ40km

の活断層を想定すれば下北半島の隆起が説明できるとしている。

下北半島北部海域の活断層評価



渡辺満久ほか「下北半島北西端周辺の地震性隆
起海岸地形と海岸活断層」第１図より

原子力事業者（リサイクル燃料貯蔵）が
審査で考慮した活断層（審査資料より）



https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr1985/2008/29/2008_15/_pdf/-char/ja



https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr1985/2008/29/2008_15/_pdf/-char/ja



むつ使用済核燃料貯蔵施設

電源開発 大間原発適合性審査会合提出資料より
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• 電源開発は音波探査を根拠に渡辺氏らが指摘する活断層を否定。

半島の隆起を説明できないことから、規制庁の指示により「仮

想的断層」を想定。隆起量の大きい地域を北部の狭い領域に限

定し、測量記録の一部を無視したため、長さ20kmしかない

• むつ使用済核燃料中間貯蔵施設は審査は終わっているが、基準

地震動の策定において、下北半島北部の海底活断層は全く考慮

されていない

• 柏崎刈羽原発の稼働を継続するために、柏崎刈羽原発の使用済

核燃料をむつの貯蔵施設に運ばなければならない関係にある

下北半島北部海域の活断層評価


